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解
説
『
手
繰
舟
』

―
―
手
繰
舟
と
阿
知
子
顕
成
―
―

『
手
繰
舟
』
に
つ
い
て
、
『誹
諸
渡
奉
公
』
（大
鹿
汲
浅
編
、
延
宝
四
年
刊
）
、

『誹
諸
書
籍
目
録
』

（阿
誰
軒
筒
井
庄
兵
衛
編
、
元
禄
五
年
刊
）
は
と
も
に
、

そ
の
撰
者
を
堺
顕
成
、
冊
数
を
七
冊
、
刊
年
月
を
寛
文
十
二
年
七
月
と
す
る
。

大
阪
大
学
付
属
図
書
館
蔵
土
橋
文
庫

（土
橋
家
旧
蔵
本
）
の
該
書
は
巻
三

。
四

・
五

・
六
、
四
冊
の
零
本
で
あ
る
が
、
巻

一
、
二
、
七
の
三
冊
は
伝
存
を
聞
か

ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
が
唯

一
の
伝
本
で
あ
る
。

『
国
書
総
目
録
』
に
記
載
の
柿
衛
文
庫
蔵
巻
六

一
冊
は
今
見
当
ら
ぬ
と
の
御

回
答
で
あ

っ
た
。
岡
田
柿
衛
翁
の
御
記
憶
で
は
写
本
だ

っ
た
か
と
の
こ
と
で
あ

る
。
堺
市
立
図
書
館
蔵
の
大
野
翠
峰
著
の
稿
本

『堺
俳
壇
史
の
研
究
』
に
昭
和

十
四
年
執
筆
の

「
て
ぐ
り
舟
」
な
る

一
文
が
あ
り
、
岡
村
椀
軒
氏
が
巻
六
を
所

持
す
る
由
の
記
事
が
あ
る
。
後
嗣
岡
村
平
兵
衛
氏
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

戦
災
で
焼
け
た
の
か
見
当
ら
ぬ
と
の
御
返
事
で
あ

っ
た
。
な
お
、
先
年
、
前
田

金
五
郎
氏
か
ら
、
東
京
教
育
大
学
に
零
本
が
あ
る
よ
う
だ
か
ら
筑
波
へ
移
転
せ

ぬ
う
ち
に
見
て
お
く
よ
う
に
と
御
教
示
あ
り
、
中
野
沙
恵
氏
を
煩
わ
せ
て
探
し

て
頂
い
た
が
、
こ
れ
は
同
名
異
書
で
あ

っ
た
。
表

紙

に

「
手
く
り
ふ
ね
」
と

打
付
書
し
た
こ
の
本
は
、
序

・
跛
に
徴
す
れ
ば
新
井
金
堤
編
の
葛
飾
浦
の
地
誌

で

「
醗
細
手
く
り
ふ
ね
」
が
本
来
の
書
名
で
あ
る

（後
半
部
に
成
美

・
鬼
卵

・

卓
池

・
士
朗

・
長
斎

・
乙
二

。
自
雄
ら
の
発
句
を
収
め
る
）
。

水ヽ

野

仁

『
手
繰
舟
』
は
、
巻
六
の

一
部
が
檀
上
正
孝
氏

「
手
繰
舟
所
収
松
山
玖
也
判

百
番
誹
諾
発
句
合
」

（
『近
世
文
芸
稿
』
１４
号
、
昭
和
４３
年
８
月
）
に
翻
刻
さ

れ
た
が
、
全
体
と
し
て
は
未
翻
刻
で
あ

っ
た
。
こ
の
た
び
本
誌
３３
、

３４
ヽ

３６
、

３７
の
各
韓
に
影
印
紹
介
さ
れ
て
広
く
活
用
さ
れ
易
く
な

っ
た
。
以
下
、
書
誌
と

撰
者
に
つ
い
て
大
略
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

一
、

『手
繰
舟
』
書
誌

書
型
は
横
型
の
中
本
（縦

一
三

・
六
∽
×
横
二
〇

・
二
∽
）
で
、
零
本
四
冊
。

す
べ
て
、
浅
葱
色
表
紙
で
左
肩
に
無
辺
の
題
察
が
あ
る
。
表
紙

・
題
祭
と
も
に

も
と
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
以
下
、
各
冊
に
つ
い
て
記
す
。

巻
三
　

〔題
察
〕
伝

具
利
舟

三
　

〔
目
録
題
〕
手
繰
松
巻
第
三
夏

　

〔内

題
〕
手
繰
松
巻
第
三
夏
　
　
〔丁
数
〕
三
十
九
丁
　
　
〔行
数
〕
半
丁
に
十
二
行

（以
下
同
じ
）
　
　
〔柱
刻
〕
夏

一
２
夏
汁
八

（最
終
丁
に
は
柱
刻
な
し
）

〔内
容
〕
目
録
二
丁
。
本
文
三
十
七
丁
―
夏
季
発
句
。

巻
四
　

〔題
察
〕
手

繰

松

四
　

〔目
録
題
〕
手
繰
舟
巻
第
四
秋

　

〔内

題
〕
手
繰
舟
巻
第
四
秋

　

〔丁
数
〕
三
十
八
丁

（但
し
、
二
丁
目
は
重
丁
で
、

丁
付
は
三
十
九
丁
ま
で
あ
る
）
　

〔柱
刻
〕
秋

一
―
秋
舟
九

（但
し
二
丁
目
は

「
秋
　
一
〓
一こ

と
重
丁
にヽ
な

っ
て
い
る
）
　

〔内
容
〕
目
録
二
丁
、
本
文
三
十



大
丁
―
秋
季
発
句
。

巻
五
　
〔題
祭
〕
て
く
り
舟
五
　

〔目
録
題
〕
手
繰
舟
巻
第
五
冬
　
〔内

題
〕
手
繰
舟
巻
第
五
冬
　
　
〔丁
数
〕
二
十
六
丁
　
　
〔柱
刻
〕
冬

一
―
冬
十
六

（但
し
、
二
丁
目
は
柱
刻
な
し
）
　

〔内
容
〕
目
録
二
丁
、
本
文
二
十
四
丁
―

冬
季
発
句
。

巻
六
　
〔題
察
〕
伝
具
利
舟
大
　

〔内
題
〕
手
繰
舟
巻
第
一ハ
数
旬
鵠
　
〔丁

数
〕
三
十
五
丁
　
〔柱
刻
〕
戎

一
―
戒
八
。　
一
―
十
七
。
　

〔内
容
〕
序

（維

時
寛
文
十

一
年
／
辛
亥
之
朱
律
／
阿
知
子
顕
成
）
三
丁

（三
丁
目
裏
は
空
白
）
、

■
鳴
発
句
合

（四
季
発
句
百
句
）
五
丁
。
序

（寛
文
九
年
三
月
中
断
　
松
山
玖

也
）

一
丁
、
作
者
名
寄
半
丁
、
百
番
俳
諸
発
句
合

（玖
也
の
発
旬
に
よ
る
判
を

付
す
）
二
十
五
丁
半
。

巻
六
の
序
文
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
（濁
点
と
句
読
点
は
私
に
付
し
た
も
の
）

「
四
の
海
波
静
に
し
て
、
民
の
草
葉
も
茂
れ
、
松
山
ざ
ん
ざ
と
う
た
ひ
、
雲
ゐ

の
舞
鶴
羽
う
ち
は
を
ひ
ろ
げ
て
左
右
に
か
け
れ
ば
、
岩
本
の
泥
亀

・
鰐
足
を
の

ば
し
て
じ
た
ん
だ
を
ふ
み
、
千
世
万
代
を
た
の
し
ぶ
此
時
に
あ
た
り
て
、
寛
文

八
年
神
無
月
十
日
の
夜
、
西
吹
風
す
こ
し
あ
た
ゝ
か
に
、
沖
の
汐
さ
い
柳
は
や

き
や
う
に
聞
え
て
、
堺
の
浦
戒
の
は
ま
に
新
嶋
ひ
と
つ
出
来
た
り
。
は
や
く
よ

り
其
形
ば
か
り
は
有
し
と
か
や
。
又
、
同
年
霜
月
、
此
所
に
霊
亀
ひ
と
つ
う
か

び
あ
が
れ
り
。
そ
も
ノ
ゝ
亀
は
時
君
と
い
ひ
、
又
、
五
総
と
名
づ
け
て
、
千
歳

に
五
た
び
蓮
葉
の
上
に
遊
ぶ
と
云
り
。
か
た
ハ
ヽ
久
し
か
る
べ
き
御
代
の
嘉
瑞

な
る
べ
し
。
そ
の
湾
道
は
大
船
数
十
を
入
べ
し
。
か
ゝ
れ
ば
所
の
人
き
そ
ひ
集

り
て
、
音
よ
り
此
所
に
有
け
ん
石
像
の
恵
美
酒
を
崇
て
、
更
に
板
橋
を
渡
し
神

倉
を
建
て
、
戎
嶋
収
亀
と
名
づ
け
、
新
造
の
人
家
軒
を
双
て
遊
観
道
逢
の
地
と

す
。
さ
れ
ば
、
地
引
の
あ
こ
と
ヽ
な
ふ
る
声
は
近
く
枕
の
下
の
潮
に
な
が
れ
、

手
ぐ
り
の
船
ば
た
を
た
ゝ
く
音
は
た
ゞ
此
軒
端
の
波
に
寄
来
て
、
逸
興
な
ゝ
め

な
ら
ず
。
前
は
を
の
こ
ろ
鳴
南
北
に
流
れ
て
四
国
の
山
千
重
に
か
さ
な
り
、
後

は
伊
駒
の
嵩

・
葛
城
の
峯
雲
の
よ
う
に
そ
び
え
、
南
は
紀
路
の
遠
山
和
歌
の
う

ら
浪
に
立
つ
ら
な
り
、
北
は
住
吉

・
灘
波
の
浦
に
つ
ゞ
き
て
武
庫
の
奥
な
る
山

も
雲
の
中
に
有
べ
し
。
さ
る
に
よ
て
、
此
境
ち
か
き
は
ど
の
人
は
さ
ら
に
も
い

は
ず
、
遠
く
聞
、
杏
に
見
て
朝
夕
あ
つ
ま
り
来
れ
る
人
、
市
の
ご
と
く
に
し
て
、

此
浦
の
繁
栄
今
こ
の
折
ふ
し
と
み
え
た
り
。
し
か
れ
ば
、
其
道
々
の
す
き
も
の
、

或
は
詩
歌
を
作
り
、
或
は
連
俳
に
よ
せ
て
、
此
嶋
を
こ
と
ぶ
く
事
す
で
に
砂
重

せ
り
。
し
か
は
あ
れ
ど
、
此
ま
ゝ
浦
の
藻
層
と
と
も
に
く
だ
し
侍
ら
ん
も
日
お

し
く
て
、
今
か
き
集
む
る
手
ぐ
り
舟
の
つ
ゐ
で
に
、
さ
あ
ら
ぬ
発
句
を
も
少
々

じ
る
し
加
ふ
る
事
に
な
り
に
た
り
。

維
時
寛
文
十

一
年

辛

亥

之

朱

律
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
知
子
顕
成
　
　
」

「
君
が
代
の
久
し
き
た
め
し
に
引
な
る
さ
ゞ
れ
石
、
岩
城
と
云
所
に
三
と
せ
ば

か
り
在
し
比
、
所
の
す
き
も
の
ど
も
俳
諸
の
発
句
を
も
ヽ
の
数
に
つ
が
ひ
て
い

は
く
、
詞
を
も
て
判
じ
た
る
は
し
き
り
の
と
し
数
多
目
馴
た
れ
ば
め
づ
ら
し
げ

な
し
、
こ
た
み
は
発
句
を
も
て
勝
ま
け
の
品
を
定
む
べ
き
よ
し
、
い
よ
ノ
ヽ
短

才
叶
が
た
け
れ
ば
た
び
ノ
ヽ
固
辞
す
と
い
へ
ど
も
、
懇
望
の
が
れ
が
た
く
、　
一

つ
が
ひ
の
下
に
各

一
句
を
書
つ
け
侍
る
も
、
且
は
金
玉
を
け
が
し
、
且
は
人
の

物
い
ひ
さ
が
な
き
世
を
い
ぶ
か
り
お
も
ひ
て
、
を
づ
ノ
ヽ
望
に
し
た
が
ふ
も
の

な
ら
し
。寛

文
九
年
三
月
中
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松

山

玖

也
　
　
」

な
お
、
四
冊
と
も
、
題
察
に
雨
一と
い
う
方
形
朱
印
が
捺
さ
れ
て
あ
る
が
、
こ

の
印
に
つ
い
て
は
未
考
。

本
書
の
も
と
の
冊
数
と
刊
行
年
月
に
つ
い
て
拠
る
べ
き
も
の
は
、
は
じ
め
に

述
べ
た
古
俳
書
目
録
の
記
事
の
み
で
あ
る
。
現
存
巻
六
に
刊
記
が
な
い
の
で
そ



の
あ
と
に
更
に
一
冊
存
し
た
と
し
て
も
不
都
合
で
な
い
し
、
後
述
す
る
顕
成
撰

の
他
の
二
集
と
同
様
に
付
句
部
と
句
引
が
最
終
冊
と
し
て
備
わ

っ
て
い
た
と
推

測
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
巻

一
、
巻
二
の
二
冊

（あ
る
い
は
巻
二
一
冊
）

が
春
季
発
句
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
桑
折
宗
臣
編

『
詞
林
金
玉
集
』
に
本
書
の
春

発
句
八
四
句
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る

（
『
図
書
寮
叢
刊

・

詞
林
金
玉
集
』
、
お
よ
び
上
野
洋
三

・
越
智
美
登
子
編

「
詞
林
金
玉
集
に
よ
る

古
逸
俳
書
句
集
」
、
島
居
清
編

『
俳
諧
政
』
参
照
）
。
夏

。
秋

・
冬
が
そ
れ
ぞ

れ

一
冊
だ
か
ら
、
春
も
巻
二

一
冊
で
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
場
合
あ
ら

た
め
て
巻

一
の
内
容
を
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
私
は
そ

の
手
掛
り
を
持
た
な
い
。

「
戎
嶋
発
句
合
」
の
顕
成
序
の
日
付

（寛
文
十

一
年

夏
）
か
ら
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
頃
本
書
全
体
の
編
集
を
了
え
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
翌

年
七
月
の
刊
行
は
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

本
書
へ
の
入
集
者
名
と
そ
の
句
数
は
、
今
栄
蔵
氏
が
整
理

・
計
算
し
て

「貞

門
談
林
俳
人
大
観
Ｘ
」
（七
人
社

『近
世
文
芸
資
料
と
考
証
』

１０
号
、
昭
和
５３

年
２
月
）
Ｌ
小
さ
れ
た
。
本
書
の
活
用
に
大
い
な
る
便
宜
で
あ
る
。

原
本
に
は
ほ
ん
の
少
し
だ
が
虫
食
い
が
あ
る
。
縮
小
影
印
の
た
め
読
み
づ
ら

く
な

っ
て
い
る
個
所
に
つ
き
試
み
に
判
読
し
た
と
こ
ろ
を
参
考
と
し
て
記
す
。

頭
の
数
字
は
、
ベ
ー
ジ

。
段

・
行
で
あ
る
。

二
、
撰
者

・
阿
知
子
顕
成

顕
成
に
つ
い
て
生
川
春
明
の

『誹
家
大
系
図
』
は
、

顕
成
　
山
井
氏
、
通
称
林
奄
、
名
定
宣
、
阿
知
子
卜
称
ス
。
泉
州
堺
南
庄

ノ
人
ナ
リ
。
医
ヲ
以
テ
業
ト
ス
。
家
書
、
境
海
集

・
同
後
集

。
手
く
り
舟
。

と
記
す
が
、
こ
れ
に
は
多
々
疑
間
が
あ
る
。
前
田
金
五
郎
氏
は

「
地
方
俳
壇
と

し
て
の
堺
」

（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
３２
年
４
月
号
）
に
、
こ
の
記
事
に
つ

い
て

「典
拠
を
知
ら
な
い
」
と
し
、

「
た
だ

『
阿
知
子
氏
』
と
諸
書
に
見
え
る

か
ら
、
阿
知
子
は
苗
字
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
慶
長
九
年
絲
割
符
貿
易
制
度
実
施

の
際
界
絲
割
符
年
寄
を
勤
め
た
安
知
子
宗
寿
以
来
七
代
に
亘

っ
て
同
年
寄
役
で

あ

っ
た
安
知
子
家
の

一
族
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
。
未
詳
な
の
は
残
念
で
あ

る
」
と
さ
れ
た
。
家
系
に
つ
い
て
は
こ
の
推
測
を
越
え
る
何
事
も
言
い
得
な
い

が
、
そ
の
他
の
こ
と
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
判
明
し
た
の
で
、
右
の
記
事
を
吟
味

し
て
み
た
い
。

姓
　
姓

（苗
字
）
は
前
田
氏
の
根
拠
に
よ
り

「阿
知
子
」
と
決
定
し
て
よ
い
ｏ

時
に

「
阿
智
志
」
（
『時
勢
粧
』
）
、

「阿
智
子
」
（
『桜
川
』
）
な
ど
の
表
記

が
あ
り

「
ア
チ
シ
」
と
訓
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

「
山
井
氏
」
と
す
る
の
は
明
暦

四
年
刊

『
鶏
鵡
集
』
の
み
。
別
姓
と
考
え
る
べ
き
か
。
未
詳
。

名
　
「定
宣
」
と
す
る
の
は
錯
誤
で
あ
ろ
う
。
明
暦
二
年
刊
『玉
海
集
』
に

巻
三
　

（
３３
韓
）

７
上
９

（玖
也
）
か
け
る
か
子
規

７
下
３

（
正
信
）
ま
ち
人
そ

９
下
３

（幽
明
）
諸
行
無
常
鳥

１０
上
９

（可
広
）
く
ゝ
る
新
茶
哉

１０
下
３

（重
庸
）
数
か
く
夏
茶
碗

巻
四
　

（
３４
輯
）

１０
上
ｎ

（空
戸
）
う
ら
盆
や

１０
下
２

（云
捨
）
夏

ハ
お
ハ
リ

ｎ
上
１０

（幽
明
）
負
て
た
ゝ
ん

ｎ
下
２

（安
直
）
背
中
に
も

・３
上
１０

（作
者
不
知
）
馬
ハ
あ
れ
と

‐４
下
２

（幽
明
）
か
け
か
ね
や

‐５
下
２

（宗
静
）
稲
妻

ハ
…
…
上
絵

哉

・６
上
８

（
一
守
）
む
く
け
哉

・６
下
２

（友
也
）
仙
翁
花

巻
五
　
（
３６
韓
）

‐３
上
１０

（詞
書
）
巻
軸
に

巻
六
　

（
３７
輯
日
本
輯
）

輸
上
１

（
６２
番
評
）
声
打
そ
へ
て

５．
上
１

（
Ю
番
評
）
く
へ
さ
く
ろ
甘

き

も

５２
上
１

（
Ｚ
番
評
）
樽
の
か
た
見

５２
下
１２

（
質
番
右
）
置
ま
と
は
せ
る



「
阿
知
子
定
宣
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
顕
成
の
こ
と
で
な
く
、
同
年
刊

『夢
見

草
』
に
出
る

「奈
良
屋
十
左
衛
門
定

塁́

と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

『夢
見
草
』

に
は
別
に

「
阿
知
子
作
左
衛
門
顕
成
」
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
顕
成
の
名
は
俳

書
に
登
場
す
る
前
に
連
歌
資
料
に
現
わ
れ
て
お
り

（後
述
参
照
）
、
連
歌
に
お

い
て
は
実
名

（名
乗
）
を
用
い
る

（受
戒
の
の
ち
は
法
名
を
用
い
る
よ
う
だ
）

の
が
通
例
だ
か
ら
、
年
令
か
ら
見
て

「顕
成
」
は
実
名
で
あ
ろ
う
。
そ
の
訓
み

は
、
本
書

『
手
繰
舟
』
巻
四
の
次
の
前
書
と
句
か
ら
考
え
る
に

「
ア
キ
ナ
リ
」

で
は
な
か
ろ
う
か
。
―
―

記
雰
成
参
会
に
／
言
葉
や
実
あ
き
な
り
の
茄
子
種

大
阪
了
水
」
。

通
称
　
工馴
出

『夢
見
草
』
に
よ
り

「
作
左
衛
門
」
と
判
る
。

口写
　
寛
文
十
二
年
刊
の
狂
歌
集

『後
撰
夷
曲
集
』
作
者
之
目
録
に

「林
庵
顕

成
」
と
あ
り
、
後
述
の

『
土
橋
宗
静
日
記
』
延
宝
二
年
部
に

「
阿
知
子
顕
成
入

道
林
庵
」
と
あ
り
、
延
宝
四
年
成

『
古
今
誹
諸
師
手
鑑
』
所
収
短
冊
の
添
書
き

に

「阿
知
子
林
庵
」
と
あ
る
。
入
道

。
法
体
し
て

「林
庵
」
と
号
し
た
の
で
あ

′つ
。住

所

　

「南
庄
」
は
不
審
で
あ
る
。

『後
撰
夷
曲
集
』
作
者
之
目
録
で
は
、

「和
泉
堺
南
庄
」
と

「摂
州
堺
北
庄
丼
所
々
」
と
を
区
別
し

「林
庵
顕
成
」
を
後

者
に
部
類
す
る
。
俳
書
は
い
ず
れ
も
南
庄

・
北
庄
の
区
別
な
く
泉
州
堺

（境
）

で

一
括
す
る
か
ら
、
証
拠
は
こ
れ

一
つ
に
限
ら
れ
る
が
、
元
禄
二
年
成
立
の

『堺
大
絵
図
』

（前
田
書
店
出
版
部
刊
、
昭
和
５２
年
）
を
見
る
と
阿
知
子
氏
の

屋
敷
と
し
て
阿
知
子
太
郎
兵
衛

（市
戎
町
）
、
同
掛
屋
敷

（十
間
筋
）
、
阿
知

子
治
右
衛
門

（神
明
山
口
町
）
の
い
ず
れ
も
北
郷

に
属
し
、
顕
成
が
こ
の
一

族
で
あ
る
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
北
庄

（
正
式
に
は

「北
郷
」
で
、
こ
れ
は
俗

称
）
と
す
る
の
が
穏
か
で
あ
ろ
う
。

業
　
医
師
と
す
る
明
証
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

「
林
庵
」
な
る
号
が
医
師
と

し
て
の
そ
れ
で
あ
る
可
能
性
は
皆
無
で
な
い
か
ら
、
今
後
の
探
究
が
必
要
で
あ

ス
υ
。編

著
　
書
名
を
正
し
く
す
れ
ば
問
題
は
な
い

（後
述
）
。

以
上
の
検
討
に
よ
り
『誹
家
大
系
図
』
の
記
事
は
左
の
よ
う
に
訂
正
さ
れ
る
。

顕
成

（あ
き
な
り
）
　

姓
は
阿
知
子

（あ
ち
し
）
氏
。
ま
た
山
井
氏
と
別

称
か
。
顕
成
は
実
名
。
通
称
、
作
左
衛
門
。
入
道
し
て
林
庵
と
号
す
。
堺

北
庄
の
人
。
業
は
医
と
伝
え
る
も
未
詳
。
家
書
、
境
海
草

。
続
境
海
草

。

手
繰
舟
。

さ
て
、
長
ら
く
不
明
で
あ

っ
た
顕
成
の
生
没
年
は
、

『
土
橋
宗
静
日
記
』
に

よ
っ
て
ほ
ぼ
確
定
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
日
記
の
概
要
は
前
田
金
五
郎

氏

「土
橋
宗
静
日
記
」

（
『船
場
紀
要
』
７
号
、
昭
和
”
年
２
月
）
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
が
、
前
田
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
天
和
三
年
の
部
、
六
月
十
五
日

の
記
事
に
つ
づ
い
て
左
の
二
項
が
あ
る

（濁
点
、
句
読
点
な
ら
び
に
傍
線
は
永

野
の
も
の
）
。

一

、
同
劇
劃
州
圏
側
。
堺
硯
や
作
兵
衛
子
助
三
郎
卜
云
惣
領
、
去
辰
年
四
月
三

日
二
あ
ば
し
か
り
や
村
ま
さ
き
や
忠
兵
衛
卜
云
船
頭
養
子
仕
連
帰
侯
也
。

〔中
略
―
永
野
〕
劃
目
悧
当
ヨ
劃
月
引
ョ
洲
Ｊ
。

一
、
界
俳
諾
師
林
庵
同
辰
卯
月
十
日
二
大
坂
二
住
宅
め
さ
れ
候
四
十
二
才

二
而
死
去
也
。

右
弐
ケ
条
写
置
候
。

傍
線
部
を
宗
静
の
注
記
と
認
め
、
日
記
中
の
他
の
記
事
を
参
看
す
る
と
こ
の

記
事
は
次
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
宗
静
の
母
の
実
家
、
堺
の
松
屋
浄
喜
は
過
ぐ

る
天
和
元
年
十

一
月
二
日
死
去
し
、
翌
二
年
五
月
同
家
は
悪
疫
流
行
と
商
売
不

振
に
よ
り
没
落
し
た
。
天
和
三
年
六
月
ヽ
宗
静
は
た
ま
た
ま
箱
の
詰
め
も
の
に



使
わ
れ
て
い
た
浄
喜
の
覚
書
を
発
見
し
、
そ
の
中
で
関
心
あ
る
二
つ
の
事
項
を

日
記
に
写
し
留
め
た
の
で
あ
る
。
硯
屋
の

一
件
は
当
面
の
問
題
に
関
係
が
な
い

の
で
さ
て
お
き
、
林
庵
に
関
す
る
第
二
項
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
い
さ
さ
か
文

意
不
明
瞭
で
あ
る
。

「
同
辰
」
は
前
項
で
の
宗
静
注
記
か
ら
延
宝
四
年
で
あ
る

が
、
そ
の
四
月
十
日
が
林
庵
の
大
坂
に
居
宅
を
構
え
た
日
を
示
す
か
、
そ
れ
と

も
そ
こ
で
四
十
二
歳
で
死
去
し
た
日
を
示
す
か
は
、
他
に
資
料
を
得
な
け
れ
ば

最
後
的
に
確
定
で
き
な
い
。
い
ま
詳
述
す
る
紙
面
が
な
い
が
、
顕
成
の
生
存
を

確
実
に
示
す
下
限
は
延
宝
三
年
に
西
鶴
の
亡
妻
追
悼
に
句
を
送

っ
て
い
る

（
西

鶴

『
独
吟

一
日
千
句
』
）
と
こ
ろ
ま
で
で
、
四
年
以
降
い
く
つ
か
の
俳
書
に
少

数
の
句
が
収
め
ら
れ
は
す
る
も
の
の
必
ず
し
も
生
存
を
確
証
す
る
に
足
り
な
い
。

こ
と
に
延
宝
九
年
頃
刊
の
堺
俳
書

『界
絹
』

（現
存
は
春

・
夏
合

一
冊
）
に
一

句
も
見
え
ぬ
こ
と
は
遅
く
と
も
こ
の
書
の
編
集
の
頃
ま
で
に
世
を
去

っ
た
こ
と

を
暗
示
す
る
。
大
胆
に
過
ぎ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
こ
れ
を
死
没
の
日
と
見
て
、

顕
成
の
略
伝
を
綴
る
こ
と
と
す
る
。
逆
算
し
て
寛
永
十
二
年

（
一
六
三
五
）
出

生
と
な
る
。
主
な
る
事
項
に
は
こ
れ
に
よ
っ
て
年
令
を
付
記
す
る
。

顕
成
は
堺
の
連
歌
壇
か
ら
生
ま
れ
た
俳
諾
師
で
あ
る
。
慶
安
五
年

（
一
六
五

二
、

１８
歳
）
の
大
坂
天
満
宮
奉
納

『
菅
家
神
退
七
百
五
十
年
万
句
』
に
見
え
る

「顕
盛
」
は
用
字
に
不
安
が
残
る
け
れ
ど
も
翌
年
以
降
の
活
躍
は
確
実
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
承
応
二
年

（
１９
歳
）
九
月
二
十
四
日
、
里
村
南
家
の
祖
自
の
発
句

で
堺
に
お
い
て
興
行
さ
れ
た
百
韻

（島
津
忠
夫
氏

「連
歌
壇
よ
り
俳
壇
へ
」
、

『
芭
蕉
の
本
３
蕉
風
山
脈
』
角
川
書
店
）
、
同
三
年
四
月
五
日
よ
り
平
野
郷
の

権
現
社
に
お
い
て
興
行
さ
れ
た
千
句

（
大
阪
大
学
土
橋
文
庫
『於
権
現
千
句
』
）

に
出
座
す
る
。
前
者
の
連
衆
は
、
利
広

。
以
春

。
栄
全

・
宗
久

。
以
益

・
祐
巴

・
宗
智

・
以
円

。
顕
成

・
久
任
。
後
者
の
連
衆
は
、
宥
済

・
正
音

ニ
ホ
因

。
以

春

二
不
雄

・
宗
久

。
以
円

。
清
順

・
之
貞

・
顕
成

・
利
広

・
延
明

。
宥
仙
。
堺

（利
広

。
以
春

。
以
円

。
顕
成
な
ど
）
、
平
野

（宗
久

。
清
順
な
ど
）
、
天
満

（久
任

。
宗
因
）
の
三
連
歌
壇
の
親
交
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
今
知
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
は
、
平
野
権
現
千
旬
は
顕
成
が
宗
因
と
同
座
し
た
最
初
で
あ
る
。

顕
成
が
俳
書
に
初
登
場
し
た
の
は
明
暦
二
年

（
一
六
五
六
、
２
歳
）
正
月
刊

の
大
坂
天
満
蔭
山
休
安
撰

『夢
見
草
』
で
十

一
句
入
集
す
る
。
こ
の
年
九
月
宗

因
の
新
宅
向
栄
庵
の
新
築
成

っ
た
折
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
百
韻
に
出
座

（中

村
俊
定
氏

「
松
江
重
頼
年
譜
」
、
『
俳
諧
史
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
昭
和
４５
年
）
。

連
衆
は
重
頼

二
不
因

。
以
春

・
玖
也

・
顕
成

。
祐
是

・
忠
由

・
保
友

・
三
政

・

宗
立
で
、

『
手
繰
舟
』
に
玖
也
判
の
発
句
合
を
収
め
る
の
も
両
者
の
交
わ
り
が

こ
の
よ
う
に
早
く
か
ら
結
ば
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

つ
た
。

顕
成
は
そ
の
短
い
生
涯
に
三
つ
の
俳
諧
撰
集
を
世
に
送

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
は
寛
文
年
間
の
堺
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
め
ざ
ま
し
い
俳
諧
盛
行
の
結
果

で
あ

っ
た
。

万
治
三
年

（
一
六
六
〇
、

２６
歳
）
、
彼
の
第

一
撰
集
で
あ
り
堺
俳
壇
最
初
の

俳
書

『境
海
草
』
二
冊
を
刊
行

（
『
古
典
俳
文
学
大
系
３
談
林
俳
諸
集

一
』
に

翻
刻
）
。

『夢
見
草
』
に
登
場
し
て
か
ら
四
年
、
し
か
も
若
輩
の
顕
成
が
、
編

集
半
ば
に
没
し
た
那
賀
盛
之
の
あ
と
を
継
ぐ
こ
と
に
な

っ
た
の
に
は
、
彼
の
連

歌
壇
の
地
位
が
作
用
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

寛
文
十
年

（
三
ハ
七
〇
、

３６
歳
）
、
第
二
撰
集

『境
海
草
』
五
冊

を
刊

行

（
こ
れ
も
上
掲
書
に
翻
刻
）
。

「
寛
文
十
年
厳
八
月
下
旬
」
自
跛
の
愛
知
県
立

大
学
蔵
本

（但
し
第
五
冊
の
み
）
が
初
版
で
、

「
寛
文
十
二
薫
初
秋
吉
且
」
と

自
跛
の
年
月
が
改
め
ら
れ
た
東
京
大
学
蔵
本
は
再
版
で
あ
ろ
う
。

寛
文
十
二
年

（
一
六
七
二
、

３８
歳
）
、
第
三
撰
集

『
手
繰
舟
』
を
刊
行
。

西
山
宗
因
の
入
句
は

『境
海
草
』
に

「
一
幽
」
の
名
で
発
句
郎
、
付
合
１０
組
、

『続
境
海
草
』
に

「
西
翁
」
の
名
で
発
句
９４
、
付
合
１７
組
ヽ

『手
繰
舟
』
現
存



四
冊
に

「西
翁
」
の
名
で
２２
句
で
あ
る
が
、
米
谷
巌
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ

れ
は
抜
群
の
量
で
あ
る

（
「新
編
梅
翁
発
句
集
草
稿
」
、

『近
世

。
近
代
の
こ

と
ば
と
文
学
』
昭
和
４７
年
）
。
顕
成
の
俳
諸
史
上
の
位
置
を
考
え
る
に
、
彼
は

早
く
宗
因
に
親
夫
、
傾
倒
し
て

コ
不
因
流
」
の
宣
布
に
寄
与
し
な
が
ら
も
、
若

死
に
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
延
宝
期
の
談
林
盛
行
の
波
に
乗

っ
て
華
々
し
い
活

躍
を
見
せ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
過
渡
期
の
人
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
顕
成

が
大
坂
に
住
宅

（
お
そ
ら
く
別
宅
で
あ
ろ
う
）
を
持

っ
た
の
は
、
俳
諧
の
新
し

い
推
進
力
が
大
坂
に
移
り
つ
つ
あ

っ
た
こ
と
の
一
指
標
と
見
な
す
べ
き
で
あ
り
、

彼
が
も
し
若
死
に
し
な
け
れ
ば
新
風
興
隆
の
中
に
あ
ら
た
な

一
つ
の
役
割
を
果

た
し
え
た
と
、
想
像
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
、

『手
繰
舟
』
刊
行
当
時
の
土
橋
家
の
当
主
、
宗
静
と
顕
成
の
交
渉
に

つ
い
て

一
言
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
宗
静
は
顕
成
よ
り

一
歳
若
い
。
寛
永

十
三
年
に
生
ま
れ
元
禄
十

一
年
に
没
し
た
。
顕
成
の
撰
集
の
す
べ
て
に
入
集
す

る
。

『境
海
草
』
に
９
句
、

『続
境
海
草
』
に
５
句
、

『
手
繰
舟
』
に
解
句
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、

『
土
橋
宗
静
日
記
』
に
両
人
の
俳
譜
に
お
け
る
親
密
な

風
交
の
記
録
が
あ
る
。

（濁
点
、
句
読
点
は
永
野
の
も
の
）

寛
文
十
年

（
一
六
七
〇
、
顕
成
３６
歳
）
の
部
に
―
―

一
、
八
月
十
八
日
二
堺
清
雲
院
さ
ま
七
回
忌
二
而
罷
越
、
則
、
十
九
日
と

ま
り
申
、
阿
知
子
顕
成
と
俳
諧
仕
候
。

え
び
す
嶋
に
て
　
　
　
　
　
　
　
一本
静

朝
霧
や
其
ま
ゝ
絵
島
え
び
す
嶋

十
九
日
晩
二　
　
　
　
　
　
　
　
顕
成

今
度
二
夜
か
け
て
契
る
や
月
の
友

御
物
が
た
り
も
聞
し
雁
が
ね

右
二
十
韻
づ
ゝ
仕
候
也
。

延
宝
二
年

（
一
六
七
四
、
顕
成
４０
歳
）
の
部
に
―
―

一
、
十
月
十
九
日
二
界
阿
知
子
顕
成
入
道
林
庵
、
谷
吉
右
衛
門
、
幽
明
な

ど
御
出
二
而
御
滞
留
、
俳
諮
興
行
仕
候
也
。
当
庄
′

ハ
清
順

。
広
之
両
人

呼
出
候
也
。

句
を
ひ
と
つ
拾

ハ
ヾ
道
の
落
葉
哉
　
顕
成

ふ
と
こ
ろ
紙
も
自
き
朝
霜
　
　
　
　
ルホ
静

手
拭
の
雫
に
う
つ
る
月
寒
て
　
　
　
　
永
重

な
ど
ゝ
云
て
百
詢
あ
り
。

我
等
庭
の
松
を
　
　
　
　
　
　
水ヽ
重

雪
に
さ
ぞ
ふ
か
バ
ひ
ら
野
の
松
の
景

御
酒
進
じ
た
や
風
寒
き
夜
　
　
　
　

ホ́
静

又
我
等
所
望
に
て
　
　
　
　
　
幽
明

熱
音
や
嵐
に
か
よ
ふ
雹
釜

氷
る
水
屋
の
軒
の
松
か
枝
　
　
　
を不
静

な
ど
ヽ
云
て

一
折
ブ

ヽ
あ
り
。
十
日
二
御
帰
也
。

こ
の
よ
う
に
親
し
ん
だ
宗
静
な
れ
ば
こ
そ
、
反
古
の
中
の
ふ
と
眼
に
と
ま

っ

た
顕
成
の
死
去
に
関
す
る
記
事
を
日
記
に
書
き
写
し
た
の
で
あ

っ
た
。

『
手
繰

舟
』
が
こ
の
家
に
伝
わ
っ
て
か
ら
く
も
完
全
な
散
供
を
ま
ぬ
が
れ
た
こ
と
も
、

何
や
ら
因
縁
話
め
く
が
、
偶
然
で
は
な
か
っ
た
と
言
う
べ
き
か
。

（
８０
．６
●１９
）

（付
記
）
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
神
宮
文
庫
、
東
大
図
書
館
、
愛
知
県
大
図

書
館
、
天
理
図
書
館
、
堺
市
立
図
書
館
の
文
献
を
利
用
さ
せ
て
頂
き
、
ま
た
、

岡
田
利
兵
衛
、
岡
田
彰
子
、
岡
村
平
兵
衛
、
小
谷
方
明
、
米
谷
巌
、
今
栄
蔵
、

島
居
清
、
日
中
邦
夫
、
長
友
千
代
治
、
中
野
沙
恵
、
前
日
金
五
郎
、
森
川
昭

の
諸
氏
に
は

，種
々
御
教
示
に
預
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

（大
阪
経
済
大
学
助
教
授
）


